
この紙面は「webunプラス」でも
ご覧いただけます

webunプラス

人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
る
林
曉
さ
ん

　
は
や
し
・
さ
と
る
　
１
９
５
４
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
芸
術

大
大
学
院
美
術
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
�
年
に
高
岡
短
大
助
教

授
。
同
教
授
を
経
て
２
０
０
５
年
に
再
編
統
合
で
富
山
大
芸
術
文

化
学
部
教
授
。
現
在
は
同
名
誉
教
授
、
金
沢
美
術
工
芸
大
客
員
教

授
、
日
本
工
芸
会
正
会
員
、
同
会
富
山
支
部
幹
事
長
、
日
本
文
化

財
漆
協
会
理
事
。第
�
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
日
本
工
芸
会
長
賞
、

第
�
回
展
で
文
部
科
学
大
臣
賞
。
�
年
に
紫
綬
褒
章
。

　
国
の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）に
、

き
ゅ
う
し
つ

さ
と
る

県
内
か
ら
髹
漆
の
林
曉
さ
ん
（�
）‖
高
岡
市
伏
木
古

府
元
町
‖
が
認
定
さ
れ
る
。
文
化
審
議
会
（
島
谷
弘

幸
会
長
）
が
�
日
、
阿
部
俊
子
文
部
科
学
相
に
答
申

し
た
。
県
在
住
者
の
人
間
国
宝
認
定
は
�
年
ぶ
り
３

お
お

ざ
わ

こ
う

み
ん

人
目
。
２
０
２
３
年
に
鋳
金
家
の
大
澤
光
民
さ
ん

（
高
岡
市
）
が
死
去
し
て
以
来
、
県
内
に
不
在
だ
っ

た
人
間
国
宝
が
誕
生
す
る
。

　
髹
漆
は
漆
芸
の
中
で
最
も
古
い
技
法
。
１
９
７
４

年
に
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
保
持
者
と
し

て
現
在
２
人
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
林
さ
ん
が
追
加

認
定
さ
れ
る
。

　
林
さ
ん
は
、
漆
塗
り
を
主
と
す
る
漆
芸
の
基
本
技

法
で
あ
る
髹
漆
の
技
術
を
磨
き
、
鋭
敏
な
造
形
感
覚

で
器
を
制
作
。
技
能
と
作
風
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ
た
ほ
か
、
下
地
材
を
独

自
に
開
発
す
る
な
ど
工
夫
を
重
ね
て
い
る
。

　
東
京
都
に
生
ま
れ
、
東
京
芸
術
大
で
漆
芸
を
学
ん

だ
。
高
岡
短
大
や
再
編
統
合
さ
れ
た
富
山
大
芸
術
文

化
学
部
な
ど
で
漆
芸
教
育
に
携
わ
り
、
日
本
伝
統
工

芸
展
の
鑑
査
委
員
を
務
め
る
な
ど
後
進
の
育
成
に
も

尽
力
し
て
い
る
。

　
林
さ
ん
は
「
伝
統
工
芸
を
次
の
時
代
に
し
っ
か
り

継
い
で
い
く
た
め
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
い

い
」
と
話
し
た
。

　
正
式
な
認
定
は
後
日
、
官
報
に
告
示
さ
れ
る
。
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